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研究種別 ■自主研究２  公益目的事業 11 

主査名 井原健雄 香川大学名誉教授・亀山嘉大 佐賀大学教授 

研究テーマ 技術的・経済的・法的な視点の融合に基づく四国・九州地域における移動・輸送手段

の自動化の現状と課題 

研究の経過（4月～9月）： 

本研究の目的は、AI を活用した自動運転や空中配送（ドローン）など技術の進展が、四国・九州

地域における移動・輸送手段の改善にどのように貢献しているのかを定量化し、経済的に評価すると

ともに、改善の妨げになっている課題を定性化し、法的に評価することである。 

上期の研究会は、2024年 6月 22日 対面形式の研究会を二部構成で実施した。 

第一部では、研究メンバーの自己紹介を兼ねる研究計画の報告を行い、本研究会で共有すべき検討

課題に関する意見交換を行い、個々のメンバーのかかわり方や貢献できるポイントを吟味した。 

第二部では、九州経済連合会に木下貴友氏を講師に迎えて、「JR九州グループのDX戦略と九州の

モビリティサービス・MaaS の現状」という論題で、JR 九州グループの DX 戦略、並びに、西鉄は

じめ九州の他の交通事業者の動向を踏まえながら、九州のモビリティサービス・MaaSの現状を報告

いただいた。この報告に対する質疑応答とあわせて、今年度の研究の方向性に関する意見交換を行っ

た。 

2024年 8月中旬から 9月末、唐津市の住民を対象にしたアンケート調査（AIデマンド交通「チョ

イソコからつ」に関する意向調査）を実施した。唐津市、昭和自動車、自治会の方々の協力のもと、

大規模なアンケート調査を実施した。2024 年 9 月 30 日、熊本の半導体産業の調査とあわせて、代

表者の亀山は研究メンバーの内山真由美 准教授とともに、九州産交バス 共同経営推進室を訪問し、

熊本市内のバスの共同経営と ICカード問題などの聞き取り調査を行った。 

 

下期へ向けて（課題等）： 

2024 年 6 月 22 日に開催した研究会で共有した個々のメンバーのかかわり方（個々の研究課題）

に基づき、下期の研究会（12 月と 3 月に開催予定）で、経過報告がなされる予定である。内山准教

授のイニシアティブで、文献調査などをもとに、自動運転にかかる法的な課題をまとめた報告がなさ

れる予定である。本研究プロジェクトでは、先述のように、本年 8～9月にかけて、唐津市の住民を

対象に、AI デマンド交通「チョイソコからつ」に関する意向調査を実施している（9 月末の回答締

め切り）。調査対象の自治会の意向もあって、紙媒体で調査をしているため、回収が済み次第、デー

タ化し、分析をかけていくことになる。下期の研究会では、この調査と分析の結果の報告がなされる

予定である。プロジェクトメンバーの調査や研究をもとに、メンバーの相互理解の深化を図るととも

に調査・研究活動の成果の集約に努めたい。 
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